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本活動報告の表紙について

フューチャー　イノベーション　フォーラムは
2008年度も様々なプログラムに取り組んでまいりました。
表紙を飾っているのは、この1年間の活動に
参加してくれた子どもたちの、たくさんの笑顔です。
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■リーダー不在の時代■

川本 世界的な経済危機が叫ばれるなか、今の日本をどう

見ますか？

金丸 他国の状況に比べるとまだ余裕がありますが、余裕

があるからこそ中途半端に思えます。この“中途半端”と

いうのが最大の危機ではないでしょうか。

牛尾 オバマ米大統領は先の就任演説で厳しい現実をあり

のまま訴え、国民の共感を得ました。この人に言われるの

なら我慢しようと誰もが思った。「みんなで苦しんでも改革

するんだ」というリーダーに出てきてほしい。日本もみん

なで苦しみを分かち合わなければなりません。

川本 そうですね。「負の分配」をしないといけないのに、

それがまだ済んでいません。

牛尾 経済が成長する時は「収益の配分」、反対に不況下で

は「負担の配分」をどうするかですが、やはりみな負担の

配分は嫌がります。だから企業や金持ちから税を取れとい

う「富の再分配」の議論になってしまう。

過去を振り返ってみると、1973年のオイルショック時、

我々は省資源・省エネルギーを掲げて「重厚長大」から

「軽薄短小」へ大きく舵を切り、30％の賃金カットも呑ん

で労使一体となって乗り越えました。今こそそうしたドラ

スティックな構造改革論が出てくるべきです。

金丸 新生日本になるためには、戦後の復興に学ぶべきヒ

ントがあるのではないでしょうか。あの時代に立ち上がっ

たリーダーたちは30～40代が中心でした。

牛尾 マッカーサーの追放令により50歳以上の指導者が

一掃されたことで、国や企業を支える若い力が出てきてど

牛尾治朗（うしお じろう）

東京大学法学部卒。1964年ウシオ電機設立。経済同友会代表幹事、経済財政諮問会議議員などを歴任後、
社会経済生産性本部会長。

ウシオ電機株式会社会長 フューチャーアーキテクト株式会社CEO

牛尾 治朗 金丸 恭文
川本 裕子（聞き手）FIFアドバイザリーボードメンバー

早稲田大学大学院ファイナンス研究科教授

フューチャー イノベーション フォーラム代表 特別対談

FIF代表
特別対談
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■FIF代表特別対談

んどん改革を進めていきました。誰もが死んだ戦友のため

にという強い使命感に燃えていました。オバマという40

代の若い大統領を生み出した米国に比べて、日本はまだ若

手の台頭が遅れている印象があります。

川本 まずは若い人たちが挑戦できる、頑張れるしくみを

つくることが重要ではないでしょうか。

金丸 高い志と挑戦することを恐れない意欲を持った人が

出てきてほしいです。

牛尾 今の若い経営者にも成功している人はいますが、ど

うしても自分や自分の会社のためという意識が強いように

感じます。我々の世代は「パブリック」とはいかないまで

も、自分個人だけでなく全体の幸せにつながるようにとい

う「グループ・スピリット」を持っていました。さらに一

歩進めて、みんなのため、国のためという大きな幸せに貢

献するようになってほしいですね。

■正しい競争のなかで人は育つ■

金丸 この100年に一度という経済危機のさなか、オバマ

氏のようなバックグラウンドを持った大統領が出てきたこ

とに私は運命を感じます。彼の若さと政治経験の乏しさを

考えると、就任演説は大衆受けするスピーチになるだろう

と思っていましたが、実際には派手さはなく地道なもので

した。しかし心にすっと入ってくる。この説得力は彼の人

生経験の深さからくるものではないかと思いました。彼の

ような「人生が深い人」こそ、今のような未曾有の危機を

救えるのではないでしょうか。

川本 ドイツのメルケル首相は旧東独出身です。国家の介

入がどれだけ恐ろしいかを身にしみてわかっているから、

命をかけて勝ち取った自由主義を簡単には手放さない、と

いう気概を感じます。このような骨のあるリーダーを日本

はどう育てていけばいいでしょうか？

牛尾 米大統領選を見て感じたのは、米国の民主主義がリ

ーダーを育てた、ということです。はじめは華奢でか弱そ

うに見えたオバマが民衆の批判にさらされるなかで鍛えら

れ、1年の選挙戦をとおしてリーダーへと成長していきま

した。あれだけ短期間でリーダーに上り詰めたことに全世

界が希望を持ったはずです。

川本 競争のなかで鍛えられ、経験を積んでいくことを日

本も見習うべきだと感じました。

金丸 日本の教育現場では「競争はよくない」とされ、運

動会の徒競走で全員一緒にゴールするのが当たり前となっ

ています。でも競争をして、負けて、恥をかいたらいいの

です。その悔しさをバネに次は頑張ろうと思う。“正しい競

争”のなかで切磋琢磨し、鍛えられてこそ、人は深い人間

に育っていくのではないでしょうか。せっかく持っている

ポテンシャルを生かせていないのです。

川本 競争がなく、他と違うことが認められない教育のも

とで、子どもたち自身も「自分は鍛えられていない」と感

じ始めています。

牛尾 今の若い人たちは飢えたり着るものがなかったりと

いう経験をしたことがありません。世の中は自由で豊かな

ものだと思い込んでいる。しかし本来は、自由も豊かさも

努力して勝ち取っていくものなのです。資源のない小さな

国にこれだけ多くの人が住んでいる日本は、これからを担

う若い世代が死に物狂いでやらなければ、世界との競争に

は勝てません。日本人のポテンシャルを信じ、若い世代の

奮起に期待しようではありませんか。

（文中敬称略）

文責：Future Innovation Forum

川本裕子（かわもと ゆうこ）

東京大学文学部卒。オックスフォード大学経済学修士課程修了後、1988年
マッキンゼー社入社。2004年より早稲田大学大学院教授。金融審議会委員。

金丸恭文（かねまる やすふみ）

神戸大学工学部卒。1989年フューチャーシステムコンサルティング設立。
2007年フューチャーアーキテクトに社名変更。経済同友会副代表幹事。
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■業種を越えたベストプラクティス・ITの改革力の研究と共有
・ITのさらなる進化の方向の探求

・次世代経営システムの研究

・産学連携の促進

■個人力のUP、自律的コミュニティへの支援
・子どもたちの潜在力の発掘・開花

・高齢者や中高生・大学生のITリテラシー教育（他団体、学校との連携）

・地域、コミュニティ、家庭でのIT活用研究

■効率的で質の高い教育サービスの研究
・大学をはじめとする教育機関へのIT教育支援、相互交流

FIFの活動は大きく「会員様向け企画」と「キッズ＆ユース企画」があります。会員様向け企画は年次総会にあたる

「総会・懇親パーティー」とセミナー、ワークショップがあり、キッズ＆ユース向け企画は「企業見学プログラム」

「ITらぼ」、そして2008年度初めて開催した「KIDS調査隊」の3つのプログラムから成ります。

FIFについて

キーコンセプト

主な活動

フューチャー イノベーション フォーラム（略称：FIF）は「ITイノベーションを人と社会と企業の力に」というキーコ

ンセプトのもと、2006年1月の設立以降、会員様向けのセミナーやワークショップをはじめ、未来を担う子どもたち

を対象としたプログラムなど様々な活動に取り組んでいます。

会員様向け企画 キッズ&ユース企画

「ITによるイノベーション」を基本テーマに有識者による  
情報発信と共有を行う

セミナー

ＩＴにかかわるシリーズテーマのもと、参加者の専門領域や
経験に基づいた幅広い視点から考える

ワークショップ

「イノベーション」をテーマとした情報発信と共有を行うと  
ともに、ＦＩＦの1年間の活動を報告する
会員の皆様で意見交換をし、相互の懇親を図る

FIF総会・懇親パーティー

働くことの楽しさややりがいを体感し、働くことは社会を支え
ていることであると実感する
働くカッコいい大人とのふれあいをとおして、社会人として
あるべき姿を模索する

企業見学プログラム「『社会の最前線』見学」

ＩＴを“使う側”から“創る側”に立つことの喜び、楽しさを
体感する
ＩＴを身近に感じ、ＩＴリテラシーの向上を図る

ITらぼ

地域への理解、地域コミュニティとのふれあいを深める

KIDS調査隊 0808年度年度　新企画新企画08年度　新企画

ITイノベーションを人と社会と企業の力に
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■FIFについて

FIFの組織は「会員」「アドバイザリーボード」「運営委員会」「事務局」で構成されます。

現在約1,000名の会員の皆様に活動へご参加・ご支援いただいています。

青木　昌彦 スタンフォード大学 経済学部 名誉教授

明石　勝也 聖マリアンナ医科大学 理事長

荒川　亨 株式会社ACCESS 代表取締役社長 兼
最高経営責任者

伊藤　元重 東京大学大学院経済学研究科 教授

牛尾　治朗 ウシオ電機株式会社 代表取締役会長

金丸　恭文 フューチャーアーキテクト株式会社
代表取締役CEO

川本　裕子 早稲田大学大学院 ファイナンス研究科 教授

栗和田榮一 佐川急便株式会社 代表取締役社長

小島　順彦 三菱商事株式会社 代表取締役社長

榊原　清則 慶應義塾大学 総合政策学部 教授

白井　克彦 早稲田大学 総長

鈴木　茂晴 株式会社大和証券グループ本社
代表執行役社長CEO

張　富士夫 トヨタ自動車株式会社 代表取締役会長

中西　勝則 株式会社静岡銀行 代表取締役頭取

新浪　剛史 株式会社ローソン 代表取締役社長 兼 CEO

藤沢　久美 ソフィアバンク 副代表

増田　宗昭 カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社
代表取締役社長

三木谷浩史 楽天株式会社 代表取締役会長 兼 社長

渡　　文明 新日本石油株式会社 代表取締役会長

（2008年12月末現在　氏名50音順敬称略）

澤　　昭裕 日本経済団体連合会 21世紀政策研究所
研究主幹

早坂　淳吾 ウシオ電機株式会社 社長室 秘書課 マネージャー

北東　卓 佐川急便株式会社 システム推進部 部長

前川　徹 サイバー大学 IT総合学部 教授

安延　申 フューチャーアーキテクト株式会社
代表取締役社長 FIF2007年度実行委員長

櫻田　浩 フューチャーアーキテクト株式会社
取締役常務執行役員 FIF2008年度実行委員長

山本　真士 フューチャーアーキテクト株式会社
取締役執行役員 FIF2006年度実行委員長

岡安夏世子 フューチャーアーキテクト株式会社
経営企画本部マネジャー FIF事務局長

（2008年12月末現在　敬称略）

組織図

アドバイザリーボードメンバー

運営委員

アドバイザリーボード

会　員

ＦＩＦの活動全般について、運営委員会および事務局に助言を行う

運営委員会 事務局

ＦＩＦの活動について企画を立案・審議し、決定する
アドバイザリーボードの助言および運営委員会の企画に
基づき、ＦＩＦ活動の事務を行う
※ＦＩＦ幹事会社であるフューチャーアーキテクト株式会社内に設置

FIFの主旨に賛同する、法人（企業、各種団体）に
所属する個人

2008年12月末現在　約1,000名

FIFの主旨に賛同する中立的な機関および学識経験者

ＦＩＦの主旨に強く賛同し、その活動の一部に参加を
希望する個人

特別会員本会員
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■ FIFの各活動を通して、社会の認知度を向上させる

■地方イベントを拡充し、地域コミュニティとの連携を強化する

■子どもたちだけでなく、ファミリーを巻き込むために女性（母親）視点での活動を拡充する

■会員の皆様だけでなく、子どもたちもアクセスしやすい情報発信のしくみを確立する

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 １０月 １１月 １２月

全
　

体

会
員
様
向
け
企
画

キ
ッ
ズ
＆
ユ
ー
ス
企
画

組
立
教
室

パ
ソ
コ
ンI

T
ら
ぼ カ

ー
ロ
ボ
ッ
ト

新企画

その他

企業見学

ワーク
ショップ

新ワーク
ショップ

調査隊

サイト

1/21 6/10 7/17

2/29 4/17

9/25 11/20

第4回
運営委員会

第3回

3/27
物流の
最前線

2/16
大分少年少女
発明クラブ

6/13
品川区立
立会小

7/27
ものづくり
教室

7/31
エネルギーの
最前線

8/4

8/24

6/14
品川区立
立会小

9/5
品川区立
日野学園

9/6
品川区立
日野学園

8/2
スーパーへGO!
in 新潟

8/16
（大阪）

8/27
（東京）

ミュージカル観劇＆バックステージツアーミュージカル観劇＆バックステージツアー

6/6
「FIFkids」
オープン

第4回

第1回 第2回

第5回
運営委員会

第3回アドバイザリーボード
ミーティング

カーデザインの最前線カーデザインの最前線

空間デザインの最前線空間デザインの最前線

カーデザインの最前線

空間デザインの最前線

ミュージカル観劇＆バックステージツアー

2008年度の活動方針

FIF活動のしくみづくりから“発信”の年へ

2008年度は「FIF活動のしくみづくりから“発信”の年へ」という活動方針のもと、前年度の反省を踏まえながら

プログラム内容や運営方法の見直し・拡充に努め、参加者の満足度もさらにアップしました。キッズ＆ユース企画で

は大分、仙台、新潟でイベントを開催し、活動の場を地方へ広げることができたほか、新たに子ども向けのウェブサ

イトを開設し、子どもたちや保護者の皆様への情報発信に取り組みました。

2008年度の活動実績
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2008年度の
活動報告

アドバイザリーボードミーティング

運営委員会

会員様向け企画
 イノベーションワークショップ2007－2008

 イノベーションワークショップ2008－2009

キッズ＆ユース企画
 企業見学プログラム「『社会の最前線』見学」

  物流の最前線

  エネルギーの最前線

  カーデザインの最前線

  空間デザインの最前線

 ITらぼ 

 　パソコン組み立て教室

  ロボットカーレース

 KIDS調査隊

  スーパーへGO！ in 新潟

 ミュージカル観劇＆バックステージツアー

 キッズ＆ユース向けウェブサイト「FIFkids」

FIF2008_p07-25.qxd  09.3.23 15:59  ページ 7



FIFは、アドバイザリーボードメンバーならびに運営委員の皆様から提案や助言をいただきながら活動を行っています。

アドバイザリーボードミーティングは年1回開催し、FIFの活動に対してご意見、アドバイスをいただいています。

また運営委員会は定期的に開催し、FIFの活動について企画を立案・審議し、決定しています。

実 施 日 2008年6月10日（金） 10:00～12:15

実施場所 ANAインターコンチネンタルホテル東京（東京都港区）

出 席 者 14名

式 次 第

1．開会　FIF代表・当ミーティング議長

金丸 恭文（フューチャーアーキテクト株式会社CEO）

2．これまでの活動実績の振り返り

3．代表ご挨拶　FIF代表

牛尾 治朗（ウシオ電機株式会社会長）

4．新規アドバイザリーボードのご紹介

5．運営委員の追加・変更についてのご報告

6．2008年度の活動について

7．意見交換ならびにご歓談

メンバーからの感想・助言・要望

・参加意識をどう高めていくかが大切。いろいろな人たちをどう巻き込ん

でいくかも考えなければならない。

・先進的な技術革新を世の中へどんどん情報発信していくべきだ。

・子どもたちの生き生きと取り組む姿に感銘を受けた。

・学校では学べないことをこの活動をとおして子どもたちに教えていきたい。

実 施 日 2008年1月21日（月）、7月17日（木）の計2回開催

実施場所 東京都内

出 席 者 各回6～8名

内　　容

・新委員、新実行委員長の紹介

・2008年度の活動内容について検討

・各プログラムの開催報告

・その他、諸連絡ならびに意見交換

委員からの感想・助言・要望

・地道ではあるが順調に活動できているのではないか。

・地方での開催が増えるなど、活動の幅の広がりを感じる。

・会員向けの活動はもちろん、キッズ&ユース企画についても

できるところは積極的に協力していきたい。

Future Innovation Forum Activity Report 20088

アドバイザリーボードミーティング＆
運営委員会

アドバイザリーボードミーティング

運営委員会
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■2008年度の活動報告

イノベーションワークショップは、FIFが初年度から実施している活動のひとつです。「ITの昨日、今日、明日」を

テーマに、2007年秋から2008年春にかけて全4回開催し、ここ30年間のIT業界の歴史を振り返りながら、より

豊かな社会の実現に向けた、ITによるイノベーションの可能性を探りました。

■ コーディネーター　サイバー大学 IT総合学部 教授　　前川　徹 様

■ 実施場所　　　　　フューチャーアーキテクト株式会社内会議室

第3回
実施日 2008年2月29日（金）18:00～19:50

参加者 11名

テーマ 「SaaS（Software as a Service）の

可能性とそのインパクト」

スピーカー サイバー大学 IT総合学部 教授

前川　徹 様

参加者の声（アンケートより抜粋）

・関心の高いテーマで、日頃考えていたことの整理もできました。

・前川先生のポイントを押さえたプレゼンが非常に良かったと思う。

事例を交えた説明で理解しやすかった。

・今後の発展、利用の拡大が期待されるSaaSについて色々な角度で

見ることができ勉強になりました。

第4回
実施日 2008年4月17日（木）18:00～19:50

参加者 11名

テーマ 「モジュール化の終焉と統合への回帰

― 情報化の長期トレンド」

スピーカー 慶應義塾大学 経済学部 准教授

田中　辰雄 様

参加者の声（アンケートより抜粋）

・マクロの動きを整理した形で自分の中でimageすることができた。

・ユーザーとして、仕事として、見方が変わりました。本日お聴きした点に

注視してこれからに生かせたらと思います。

・脳の活性化に大いに役に立ちました。

※第1回は2007年8月、第2回は同年9月に実施。詳細は07年度活動報告に掲載。

会員様向け企画

イノベーションワークショップ2007－2008

前川　徹様

田中辰雄様
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地球温暖化や原燃料需給の逼迫などが大きくクローズアップされるなか、イノベーションワークショップ新シリーズは

「地球環境とIT」をテーマに、省エネや効率的なエネルギー管理に向けてITをどのように活用していくのか、またITシ

ステム自体の省エネ化をどう進めていくのか、様々な角度から未来を展望しました。東京大学先端科学技術研究センタ

ーのご協力のもと、2008年秋から2009年春にかけて全3回開催しました。

■ コーディネーター 日本経済団体連合会 21世紀政策研究所 研究主幹　　澤　昭裕 様

（前 東京大学 先端科学技術研究センター 教授）

■ 実施場所 フューチャーアーキテクト株式会社内会議室

第1回
実施日 2008年9月25日（木） 18:00～19:55

参加者 10名

テーマ 「地球温暖化問題の裏表」

スピーカー 東京大学 先端科学技術研究センター 教授（当時） 澤　昭裕 様

ディスカッション概要

参加者：排出権取引を率先してやったほうが、結果的に日本経済のためにはいいのでは？

講　師：排出権取引はあくまでも方法であって、削減目標を達成するには、環境税や省エネ法といったほかの方法でも達

成できる。問題なのは、目標達成のためにいくつものツールを持つと、かえって経済を歪めてしまうということ

だ。すでに日本は相当歪んでいる。排出権取引制度を入れる前に、まずはツールを一本化するための議論をすべ

きだと思う。

参加者：温暖化防止への取組によって生活にどれだけ負担がかかるのか、私たちにはまったく知らされていないのでは？

講　師：そのとおり。次期枠組みの中で（削減目標を）何パーセントにすべきなのかということについて国民の間で議論

できるほどの情報量が、ほとんどない状況だ。国民生活にどれだけの負担を強いることになるのか、日本政府は

数値的な情報を開示すべきだ。

参加者の声（アンケートより抜粋）

・これまであまり説明されていない背景・問題点を理解でき良かった。

・京都議定書、排出権取引等の基本的な理解が出来ました。判り易く説明してくださって感謝します。

・いいお話有難うございました。参考になりました。

・（今後のテーマとして）温暖化は本当に問題なのかについて聞いてみたい。

会員様向け企画　新シリーズ

イノベーションワークショップ2008－2009

澤　昭裕様

FIF2008_p07-25.qxd  09.3.23 16:00  ページ 10



Future Innovation Forum Activity Report 2008 11

■2008年度の活動報告

第2回
実施日 2008年11月20日（木） 18:00～19:55

参加者 11名

テーマ 「ユビキタスネットワークと環境」

スピーカー 東京大学 先端科学技術研究センター 教授　　森川　博之 様

ディスカッション概要

参加者：ユビキタス社会ではあらゆる情報を集めるというが、人は情報を取捨選択する。すべての情報は要らないのでは

ないか？

講　師：おっしゃるとおりだ。情報をすべて手に入れても何も出てこないこともあり、必要か不必要かはわからない。た

だ、ある実験で家族全員にセンサーを取り付けてもらい、生活行動パターンのデータをとったところ、朝の目覚

めから1時間は母親だけが動き回っているという結果が得られた。そして母親ばかりが働いていることを知った

家族が実験以降はよく家事を手伝うようになったと母親たちから感謝された。こういうのはやってみないとわか

らない。何か面白いものが出てきたらいいと日々取り組んでいる。

参加者：ネットの世界で終わるのではなく、実生活とネットがつながることに興味がある。何か成功例はないか？

講　師：それはみんなで考えていくべき問題だと思う。インターネットをつくった人も今の世界は想像していない。私た

ち研究者がまず環境をつくり、それを使った人びとがフィードバックを繰り返して、みんなでより良いものを作

り上げていくことが重要だ。

参加者の声（アンケートより抜粋）

・ユビキタスの現状や近い未来を大きくつかむことができました。

・時代の流れを読み取る感性に磨きをかけることの必要性を強く感じました。

・実務に反映できる可能性も充分ある技術だと考えますので、今後も気にかけていきたい。

ITが地球温暖化問題の解決に貢献する道筋は3つある。
第一は、IT機器の消費電力を落とすことである。省エネ法によるトップランナー規制※のカ

バレッジが広がるなか、これからも継続的な技術開発が望まれる。絶え間ないエネルギー効率
の向上によって、最も難しい民生・業務部門の二酸化炭素の削減がもたらされる。
第二は、ITの発達によって地球温暖化の観測、予測が精緻化されていくことだ。実際、地球
シミュレーターのような最高水準のスーパーコンピューターの開発により、複雑な気候モデル
が構築され、地球温暖化の科学は急速に進化した。
第三は、逆説的だが、ITの普及によって、自然と調和したオールドスタイルの生活が可能と
なる。自然派のライフスタイルは、昔は一部の環境保護派の人たちが追求していただけだった
が、現在では一般の人びとの間にも拡大しつつある。退職後は「田舎生活」を希求する人も多
い。ITが未発達だった時代には、そうしたライフスタイルに付き物の「不便」が許容を超えていたが、ITの普及によって、今
では日本中どこでも、都会に住んでいるのと同じ便利さを享受できるようになっている。
ITと地球温暖化問題の関係は、以前はそれほど意識されていなかったが、今回のワークショップを契機として、このように
幅広い観点から継続的に検討されるべき問題であることが伝わったのではないだろうか。

※自動車や家電製品などの省エネルギー基準を、現在商品化されているなかで最も優れている製品の性能以上にすることを義務付けたもの

森川博之様

※第3回は2009年2月に実施。09年度活動報告に掲載予定。

イノベーションワークショップ2008－2009

コーディネーター　　 澤　昭裕提 言 「ITと地球温暖化問題」
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企業見学プログラム「『社会の最前線』見学」は、FIFが初年度から実施している活動のひとつです。小中学生を対象にし

た一日職業体験プログラムで、社会のしくみを知り、働くことの楽しさを体感することで 「働くって楽しい！」「プロの

技はスゴイ！」「働くことは社会を支えていることなんだ！」と実感してもらうことを目的としています。

2008年度は前年度に続いて佐川急便株式会社様、新日本石油株式会社様、トヨタ自動車株式会社様にご協力いただいた

ほか、株式会社コスモスイニシア様で初めて実施いたしました。

実施にあたっては、下記を特色としたオリジナルのプログラムを受入企業・団体の皆様とともに企画しています。

■ 企業・団体のトップと参加者との直接の対話、ふれあい

■ これまで部外者に開放したことのない場所やシステムの見学

■ 現場での職業体験

キッズ＆ユース企画

企業見学プログラム「『社会の最前線』見学」

企業で仕事の実体験をすることによって、企業の成り立ちや役割を知るとともに、いままで気づかなかった社会の“しくみ”

を実感する

社会の“しくみ”の実感

企業トップとの対話やふだん接することの少ない社会人とのふれあいをとおして、大人になる過程で意識すべき社会人とし

ての理想像やリーダー像、将来の夢を、より現実的に考えられる手助けをする

社会人としてあるべき姿の模索

学校や家庭とはひと味違う、企業のオフィスや工場での様々な体験をもとに、社会で働くことの楽しさややりがいを体感する

働くことの楽しさややりがいを体感

働くカッコいい大人に会いにいこう

コンセプト

プログラムの特色
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■2008年度の活動報告

■ コンセプト 配達・集荷の実習体験などをとおして、物流のしくみを知り、理解を深める

■ 実 施 日 2008年3月27日（木）10:00～16:40

■ 実施場所 佐川急便株式会社 本社 東京本部（東京都江東区）

大和証券グループ本社（東京都千代田区）

佐川フィナンシャル株式会社（東京都中央区）

佐川急便株式会社 千代田店（東京都江東区）

■ 参 加 者 小学5～6年生の計20名

■ 実施内容 授業（セールスドライバーの仕事、実演による集配業務の説明）

様々なトラックの見学

2人1組での配達実習（大和証券グループ本社にて）・集荷実習（佐川フィナンシャルにて）

荷物の発送作業（佐川急便千代田店にて）

東京本部オフィス見学

栗和田社長との質疑応答

参加者がみんな楽しそうに取り組んでいて、笑顔がとても素敵だった。

子どもたちが物流の仕事に好奇心をもってくれていることを私自身改め

てわかったし、社内においてももう一度自分たちの原点を見直すパワー

になったと思う。

佐川急便株式会社　代表取締役社長　　栗和田　榮一 様

色々な体験を通してセー
ルスドライバーの仕事が
分かった。（小5男子）

佐川急便のトラックは
目でみたよりもかんじ
た方がすごかった。
（小5男子）

ちょっときんちょうした
けど、実際に集荷が体
験できて楽しかった。
（小5男子）

たくさんの人たちと話
せたし、いろんなこと
があって勉強になった。
（小6女子）

物流の最前線（佐川急便株式会社様）

FIF2008_p07-25.qxd  09.3.23 16:00  ページ 13



Future Innovation Forum Activity Report 200814

■ コンセプト 新日本石油の魅力を知り、日本のエネルギーを支える石油を学ぶ

地球環境との調和と次世代エネルギー開発について学び、体験する

■ 実 施 日 2008年7月31日（木）10:00～16:30

■ 実施場所 新日本石油株式会社 中央技術研究所（神奈川県横浜市）

新日本石油精製株式会社 根岸製油所（同）

■ 参 加 者 中学1～3年生の計20名

■ 実施内容 会社説明・会社紹介ビデオ上映

中央技術研究所見学・実験（石油精製プロセス・実車試験の見学、燃料電池の実験、燃料電池車試乗）

若手研究者の方たちとの昼食

根岸製油所見学（計器室・常圧蒸留装置見学）

タンカー乗船（ブリッジ・コントロールルーム・機関室の見学、船長への質疑応答）

グループワーク

渡会長からのお話＆質問会

（タンカー乗船は）たぶ
んこれが最初で最後だ
と思うと忘れられない。

（中1男子）

（新日本石油が）環境問
題（未来）について考え
ているということが分か
った。（中2女子）

新しい技術と、大きな
機械、普段見られない
ような設備を見ること
ができた。（中3男子）

（渡会長から）貴重な
お話と、今後活きてく
る言葉をきくことがで
きた。（中3男子）

昨年以上に参加者の目がキラキラしていたのが印象的だ。ものづくりの重

要性や社会に出て働く意義などに興味をもってもらえたようで、私にも多

くの質問をいただき手ごたえを感じた。これからの成長過程において大き

な財産となる体験の一端を担えたのではないか。

新日本石油株式会社　代表取締役会長　　渡　文明 様

エネルギーの最前線（新日本石油株式会社様）
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■2008年度の活動報告

■ コンセプト カーデザインの考え方を学び自らデザインすることで、その面白さを体感し、自動車産業への理解を深める

■ 実 施 日 2008年8月4日（月）10:00～16:10

■ 実施場所 トヨタ自動車株式会社 東京デザイン研究所（東京都八王子市）

■ 参 加 者 小学5～6年生の計12名

■ 実施内容 会社説明・会社紹介ビデオ上映
デザイン講義～カーデザインの基礎知識
デザイン演習①～描き方のテクニックを学ぼう
デザイン演習②～未来のクルマをデザインしよう
i-unit試乗～未来のクルマにふれてみよう
モデリング手法実演
モデリング演習～デザインをカタチにしよう
デザイン発表
平井常務役員のお話＆質問会
トヨタデザイン賞の発表・表彰式

ねんどを使ってチーム
のデザインを、カタチ
にするのがおもしろか
った。（小6男子）

本かくてきなカーデ
ザインの勉強ができ
た。（小5男子）

今日はほんとにありがとうご
ざいました！　とっても楽しく
て、おもしろくて、最高でし
た。（小6女子）

絵のかき方について
いろいろな事があるこ
とがわかった。
（小5男子）

子どもたちが周りの人や社会のことを考えながらデザインしている姿を頼

もしく感じた。いまトヨタも将来のモビリティや環境にやさしい技術を提

案しているが、それが子どもたちの情熱と夢で実現してくれたらいいなと

願っている。

トヨタ自動車株式会社　常務役員（デザイン本部担当） 平井　和平 様

カーデザインの最前線（トヨタ自動車株式会社様）
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■ コンセプト 空間デザインの体験をとおしてディベロッパーの仕事を知り、理解を深める

■ 実 施 日 2008年8月24日（日）10:00～15:00

■ 実施場所 株式会社コスモスイニシア（東京都千代田区）

■ 参 加 者 小学5～6年生とその保護者の計8組16名

■ 実施内容 会社紹介

宿題発表～「理想の家」の発表と家族の紹介

オフィス紹介

パネル組み立て①～理想の家を組み立てよう！

パネル組み立て②～隣の家との共用スペースを作ってつなげよう！

お宅訪問～みんなが作った家を訪問しよう！

町田社長のお話＆質問会

しょうらいのゆめが建
築家だからもっときょう
みをもった。（小5男子）

出来たら、また
来年もこの体験
をしてみたい。
（小6男子）

今日一日家づくりなどを手伝っ
てくれてありがとうございました。
またどこかで会えたらいいと思っ
ています。（小5女子）

今日1日とても楽しかったです。
ありがとうございました。
またコスモスイニシアへ来た
いです。（小5男子）

「自分が思ったことを“カタチ”にしていく体験」が子どもの成長過程に

おいて有意義だと考えた。子どもたちの独創的なアイデアに感心しつつ、

環境や家族の絆を大切にした家づくりで社会に貢献することの重要性と責

任を再認識する良い機会になった。

株式会社コスモスイニシア　代表取締役社長　　町田　公志 様

空間デザインの最前線（株式会社コスモスイニシア様）
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■2008年度の活動報告

FIFではプログラム終了時に参加者と保護者を対象にしたアンケートを毎回実施しています。このアンケート結果をもと

に、子どもたちにとってより有意義なプログラムにしようと、内容の見直しや改善に日々取り組んでいます。

下記にアンケート結果の一部をご紹介します。（回答者数60人、回答率100％）

質問1 参加してみてどうでしたか？

■ 参加者の感想

■ 保護者からの声（アンケートより抜粋）

質問2 それはなぜですか？

・トラックに乗ったり、荷物をとどけたりして、すごくおも
しろかったから。（小5女子）
・いろいろな機械などを見れたり、燃料電池を作ったりでき
たから。（中3男子）
・ホイールのデザインができたり、クレイモデルが作れたか
ら、とても楽しかったから。（小5男子）
・考えて来た家を組みたてるときやかざりをつけるときが、
一番楽しかったです。（小5女子）

質問3 今回見学した企業や体験した仕事に興味をもちましたか？

質問4 それはどうしてですか？

・お客様への配達、お預かりなどおもしろかったからです。
（小5女子）

・かんきょうにやさしいことをしているのでいいなと思った
からです。（中1男子）
・いきなり本物の車を作るのではなくて、ねんどからつくっ
ていくとゆうことが分かったから。（小6女子）
・今回とはちがう家をつくってみたいから。（小5男子）

物流の最前線
・当日家に帰ったらさっそくポストに不在通知が入っており、子どもに「どこの宅配便会社？」と聞かれ、今日一日興味をも
って学んできたことがわかりました。
・こんなに楽しませてもらっていいの！という位親子で感激してます。プログラムも内容も子どもが楽しめるよう工夫されてい
ますし、多くのスタッフさんの手厚いご指導あり、たった一日で多くの心温まるできごとに接したわが子を幸せに思います。

エネルギーの最前線
・子供が会長さんの言葉に心を打たれたようでした。今までいろんな大人と接してきましたが、帰ってくるなり「会長さんが
良かった」と言っていました。貴重な体験（環境にやさしい車に乗る、タンカーにのせてもらう）をさせていただき、初め
ての体験だったので「ENEOSで働きたい」と言っていました。
・学校では学ぶことのできない、社会の最前線、大きな会社でたくさんの刺激を受けたようです。大変お世話になり、ありが
とうございました。

カーデザインの最前線
・私も子ども同様、すばらしいものを見させていただきうれしく思いました。子どもが何か刺激を受けて自分のやりたいこと
を見つけ、それに向かって努力できるようになればと思いました。良い時を過ごさせていただき感謝します。
・みなさんやさしく接していただいて楽しかったようです。3人1組とはいえ、自分の意見も取り入れてもらったデザインで
認めてもらった事はとても嬉しかったようです。自信になったようです。

空間デザインの最前線
・実作業だけでなく、会社のとりくみや経営者の方のお話を聞ける構成になっており、その意味では、子のみならず親にとっ
ても有意義なものとなっており、良かったと思います。
・最初は本当に出来るかどうか不安でしたが、スタッフのみなさんのおかげで無事に完成することが出来ました。また他のみ
なさんの家も楽しめました。一日ありがとうございました。

あまり楽しくなかった 0%
楽しくなかった 0%

とても楽しかった
87%

楽しかった　13%

興味をもたなかった　０%

非常に興味をもった
５５%

あまり興味を
もたなかった　２%

興味をもった
４３%

『社会の最前線』見学　アンケート結果
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ITらぼは、FIFが初年度から実施している活動のひとつです。学校や家庭でふだん何気なく使っているパソコンを部品か

ら組み立てることで、子どもたちにパソコンの中身やしくみを知ってもらうとともに、みんなで一緒にモノをつくりあげ

る楽しさや喜びを体感してもらうことを目的としています。

2008年度は大分銀行様、七十七銀行様との共催により首都圏以外で初めて「パソコン組み立て教室」を開催しました。

またITの面白さをより深く知ってもらおうと、組み立てたパソコンを使ってプログラミングを体験する「ロボットカーレ

ース」を品川区内の小学校2校で実施し、プログラムの拡充に努めました。

キッズ＆ユース企画

ITらぼ

■ コンセプト パソコンを組み立てるという作業をとおして、パソコンのしくみや

役割を理解するとともに、モノをつくる楽しさを体感する

■ 対　象　者 小学4～6年生

■ プログラム概要（1日コース）

■ 活動実績

大分少年少女発明クラブ
実施日 2008年2月16日（土）10:00～15:15

場　所 大分第2ソフィアプラザビル

「ソフィアホール」（大分県大分市）

参加者 大分少年少女発明クラブ所属の

小学3～6年生の計16名

品川区立立会小学校
実施日 2008年6月13日（金） 15:40～17:40

場　所 立会小学校（東京都品川区）

参加者 小学4～6年生の計15名

〈七十七〉キッズサマースクール
ものづくり教室～パソコンを組み立ててみよう～
実施日 2008年7月27日（日）10:00～16:00

場　所 七十七銀行本店（宮城県仙台市）

参加者 宮城県在住の小学6年生、21名

品川区立小中一貫校日野学園
実施日 2008年9月5日（金）16:00～18:20

場　所 日野学園（東京都品川区）

参加者 小学5～6年生の計12名

ITを“使う側”から“創る側”に立つことの喜び、楽しさを体感する
デジタルの世界を体感し、表現力・創造力を喚起する

“使う側”から“創る側”へ

ITを身近に感じ、ITリテラシーの向上を図る

ITリテラシーの向上

イノベーションの未来を担う子どもたちの夢・可能性を広げよう

コンセプト

パソコン組み立て教室

「部品クイズ」をとおして
パソコンの構造を楽しく学ぶ

チームで協力しながら
パソコンを組み立てる

パソコンの役割やしくみを学び、
理解を深める

パソコンの部品と
構造の説明

パソコンの
組み立て

組み立てたパソコンを
使った学習

パソコンのしくみや
役割の学習

ポスターやカレンダーを制作しながら、
パソコンで何ができるかを学ぶ
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■2008年度の活動報告

大分にて

大分銀行様との共催

色々面白いことがたく
さんあった。（小5男子）

パソコンの中身がどうな
っているのか気になった。

（小4男子）

パソコンをつくった後、
絵をかくのが楽しかった。
パソコンをつくる時も楽
しかった。（小6男子）

大分銀行株式会社　専務取締役　（当時）　　甲斐　幸　 様
自分も幼いころインスタントラジオを組み立てた経験がある。「パソコン組み立て教室」は子どもたちにとってきっと楽しい思
い出になるだろうと思い、今回共催させていただいた。このように“ものづくり”の機会をつくってあげることは非常に大事で
あり、大分から第二、第三のビル・ゲイツが出ることを期待する。

仙台にて

七十七銀行様
１３０周年記念イベント

パソコンはどういうこうぞうに
なっているか、どういうもの
がつかわれているかを友だち
に教えたい。（小6女子）

だんだんパソコンの形
になっていくのが楽しか
った。（小6男子）

最後のポスター作りが
楽しかった。（小6男子）

七十七銀行株式会社　専務取締役　　永山　勝教 様
2008年は大手企業の工場進出等で、宮城県内において“ものづくり”の機運が高まっていたこともあり、このプログラムは
当行の130周年記念イベントとうまく合致した。（キッズサマースクールが）金融教室だけにとどまらず、ものづくり体験まで
幅をもたせたイベントとして開催できてよかったし、子どもたちが満足そうな笑顔で帰っていったのをうれしく思う。 
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ロボットカーのしくみと
プログラミングの基礎を学ぶ

いかに早く、または複雑なコースを
通ってゴールできるかチームで競う

組み立てたパソコンでプログラムを書き、
ロボットカーの基本動作をマスターする

ロボットカーと
プログラミングの講義

プログラミング演習 ロボットカーレース

立会小学校にて

日野学園にて

ケーブルをつなぐ
のが、とても楽し
かった。（小5男子）

またやりたいです。
（小6女子）

とても楽しくて勉強
もいっぱいできた。

（小6女子）

ロボットカーの数値
決めが楽しかった。

（小6男子）

くみたてたあとの
やったぁというかんじを
友だちに教えたい。

（小5男子）　

またちがうレースを教え
てください。（小4男子）

■ 活動実績

品川区立立会小学校
実施日 2008年6月14日（土）10:00～15:50

場　所 立会小学校（東京都品川区）

参加者 小学4～6年生の計15名

品川区立小中一貫校日野学園
実施日 2008年9月6日（土）10:00～15:30

場　所 日野学園（東京都品川区）

参加者 小学5～6年生の計10名

■ コンセプト パソコンでプログラムを書き、ロボットカーを自在に動かす体験を

とおして、モノを動かすしくみを順序だてて考える楽しさを学ぶ

■ 対　象　者 小学4～6年生

■ プログラム概要（2日コース） ※ 初日は「パソコン組み立て教室」を開催

ロボットカーレース
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■2008年度の活動報告

プログラム終了時に実施しているアンケート結果の一部をご紹介します。

パソコンを組み立てたり、プログラムを書いたりすることの楽しさや難しさを実感するとともに、いろいろな発見をとお

してパソコンへの興味が増したようです。（回答者数86人、回答率98％）

質問1 参加してみてどうでしたか？

■ 参加者の感想

■ 保護者からの声（アンケートより抜粋）

パソコン組み立て教室
・いつも使っているパソコンのしくみに触れることができました。限られた人数の1人になれてラッキーだと思います。
・子ども3人に2人のスタッフがついて下さったので消極的な子どもでもそれなりに参加できたようです。作業が積極的な子
どもだけで進まないように順番を決める、交替でやる、消極的な子には声がけして発言をうながすなどの配慮はとても大切
だと思います。最後まで子どもたちの手に任せて頂いたのでとてもよかったです。
・自分の取り扱っている機器について知ること、それがどのように作られているか、さらに、自分たちの手で作るということ
に手触りのある活動ができ、大きな学習効果が得られたのではないでしょうか。

ロボットカーレース
・少人数でよくコミュニケーションが取れ、見ていて本当に楽しそうでした。この体験を今後いかせていけたらと思います。
・遊びの中にプログラミングを取り入れる事により子供達が十分に楽しんでいるようだった。
・子供は興味のあることには非常に集中しているという事、又、他学年の子供と協同して事を成すという体験は貴重であり、
本人も楽しみながら新たな発見が出来た様子でした。
・今回、機械そのもののしくみの楽しさに子どもも気付いたように思われます。このようなイベントにもっと参加して子ども
の興味を広げていきたいと思います。

質問3 パソコンにかかわる仕事について
興味をもちましたか？

あまり楽しく
なかった　２% 楽しくなかった　２%

楽しかった
１０% とても楽しかった

８６%

あまり興味を
もたなかった
１０%

とても興味を
もった
４３%

興味をもった
４７%

興味をもたなかった　０%

ITらぼ　アンケート結果

質問2 パソコン組み立てでいちばん楽しかったのは何ですか？

・組み立て終わったときに最後に画面が付いたこと。
（小5男子）

・コンピュータをみんなでくみたてる所。（小5男子）
・ふだん見れないパソコンの中身が見れてよかった。

（小6男子）
・色々な所にネジをはめたり、どこにさすか考えたりする所！

（小6女子）
・パソコンのケーブルをつなげるところと最後のポスター作
りが楽しかった。（小6男子）

質問4 それはどうしてですか？

・パソコンの中身がどうなっているのか気になったから。
（小4男子）

・パソコンの仕組がよくわかり友達と楽しかったから。
（小5男子）

・パソコンをつくってかんせいしたときにすごくうれしかっ
たから。（小5男子）
・自分だけのパソコンを作ってみたいと思ったから。

（小6男子）
・初めてパソコンのしくみや、パーツ一つ一つのおもみを感
じたから。（小6女子）
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KIDS調査隊は2008年度の新企画です。企業見学プログラムの実績を踏まえ、より地域に根ざした店舗での実践的な体

験学習をとおして、地域社会への理解を深め、地元への愛着を育むことを目的に企画し、初年度は新潟県の食品スーパー

「魚栄商店」で実施しました。今後はスーパーに限らず業種を広げ、様々な地域で展開していきたいと考えております。

キッズ＆ユース企画

「KIDS調査隊」

■ コンセプト 店舗実習や食育教室、エコバッグづくりなどを体験することで、食品スーパーのしくみを学び、

食や環境、地域への理解を深める

■ 実 施 日 2008年8月2日（土） 8:30～14:00

■ 実施場所 株式会社魚栄商店 ウオエイ燕店（新潟県燕市）

■ 参 加 者 小学5～6年生の計20名

■ 実施内容 会社紹介、食品スーパーの説明

あいさつ＆接客の練習

店舗実習①～オープン前の準備をして、お客さまをむかえよう！

POPづくり～本日特売の商品のPOPをつくろう！

店舗実習②～POPをかざりつけて商品を売ってみよう！

食育教室＆昼食

エコバッグづくり

質問会

自分たちが暮らしている地域の特徴を知り、理解を深める

地域社会への理解

店舗に訪れる人々とのやりとりをとおして、地域コミュニティとのふれあいを深め、地域への愛着を醸成する

地域への愛着の醸成

店舗での様々な取組を知ることで、環境に配慮する姿勢を学び、自分にもできる身近な環境対策を実践できるようにする

環境に配慮した取組の学習

地域への理解、地域コミュニティとのふれあいを深めよう

コンセプト

スーパーへGO！ in 新潟（株式会社魚栄商店様）

新企画
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■2008年度の活動報告

初めての企画でしたが、参加者はみんな楽しんでくれたようです。子どもたちに身近なスーパーだけに、やはりいちばん

人気が高かったのは店舗実習でした。アンケート結果の一部をご紹介します。（回答者数20人、回答率100％）

質問1 参加してみてどうでしたか？

■ 参加者の感想

■ 保護者からの声（アンケートより抜粋）

質問3 今回の体験でおもしろかったものは何ですか？（複数回答可）

・楽しかったよ～と帰って来ました。いつも買い物をする身近なスーパーでこのような体験が出来た事がよかった。スタッフ
の対応もよく、1日楽しんだ様子でした。
・店内アナウンスやタイムセールの呼びかけなど、お客様が反応してくれるので頑張ったと言っていました。スーパーで売ら
れている品が何人もの人の手を経て店頭に並ぶとか、入れるものの分量によってトレーの大きさが違うとか、実際に体験し
て実感できたのは素晴らしいことでした。

楽しかった
１７%

とても楽しかった
８３%

あまり楽しくなかった ０%
楽しくなかった ０%

１

２

３

４

５

６

店舗実習①開店前の準備

店舗実習②POP展示・販売体験

エコバッグづくり

POPづくり

そのほか（アナウンス体験）

食育教室＆昼食

内　容 割　合順　位

２８%

２５%

２２%

１７%

５%

３%

すごく楽しかったので、
またやりたいです。

（小5女子）

私たちは今日、スーパーのうらがわ
を体験してみてとても大変だとおも
ったのでこれからもがんばってくだ
さい。（小6女子）

店内アナウンスもした
し、ふくろづめもした
からとても楽しかった。

（小5女子）

KIDS調査隊　アンケート結果

質問2 それはなぜですか？
・パックづめがとても楽しかった。（小5男子）
・自分たちでならべたパンがたくさん売れていたから。

（小5女子）
・スタッフさんがやさしくてとてもやりやすかったから。

（小5女子）
・ウオエイのうらでエビをつめたり、それにねだんをつける
のが楽しかった。（小6男子）
・新しい友達ができたり、新しい体験ができたので楽しかっ
たです。（小6女子）

質問4 何か新しい発見がありましたか？
・開店まえでも、すごく大変なことが分かりました。

（小5女子）
・品物をてんじするまえにてんけんをしないといけないとい
うことを発見しました。（小5女子）
・ウオエイのうらで何人もの人が一生けんめいに働いている
こと。（小6男子）
・お店の人は、いつも立ちっぱなしで、大きい声を出してす
ごいと思った。（小6男子）
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夏休み期間中に、FIFの活動にご協力いただいている小学校や団体にミュージカル「葉っぱのフレディ－いのちの

旅－」の観賞チケットをプレゼントしました。この作品は同名絵本を舞台化したもので、生きることの素晴らしさや

命の尊さを描いています。ミュージカル終演後はバックステージツアーを行い、ふだん見られない舞台のしかけや装

置を見学しました。

■ 大阪公演

・実 施 日 2008年8月16日（土）11:30～13:30

・実施場所 NHK大阪ホール（大阪市中央区）

・参 加 者 15名

■ 東京公演

・実 施 日 2008年8月27日（水）13:00～15:00

・実施場所 ゆうぽうとホール（東京都品川区）

・参 加 者 9名

■ 参加者の感想（後日いただいたお手紙より抜粋）

・葉っぱの一生や命の大切さを学びました。とてもいいお話だったのでまたみたいです。（小5男子）

・私が一番印象にのこった事は「生き物はみんなつながりあっていきている」という所が印象に残りました。（小5女子）

・ぼくは葉っぱのフレディのショーをみて命は一つしかなくすごく大切なんだな、と思いました。（小5男子）

・葉っぱのフレディでは、命の大切さをまなびました。葉っぱがちるところはちょっとかなしかったけど、とてもおもし

ろかったです。（小5女子）

・私が一番印象に残っているのは、葉っぱが冬に死に春にはまた新しい葉っぱができる場面です。順番にちっていくとこ

ろがとても悲しかったです。（小5女子）

・私が一番心に残ったのは、葉っぱは虫たちに食べられ、またその虫はくもに食べられ、フレディが「食べられるのも仕

事」と言った所です。また見に行きたいです。（小5女子）

・ぼくが一番心に残った場面は葉っぱがみんなちっていった場面です。また見たいと思いました。本当にありがとうござ

いました。（小5男子）

特別企画　キッズ＆ユース企画

ミュージカル観劇＆バックステージツアー

（写真提供：葉っぱのフレディ事務局）

「葉っぱのフレディ－いのちの旅－」観劇＆バックステージツアー

FIF2008_p07-25.qxd  09.3.23 16:01  ページ 24
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■2008年度の活動報告

新企画

キッズ＆ユース向けウェブサイト「FIFkids」

子ども向けの情報発信ツールとして、2008年6月6

日にウェブサイト「FIFkids」をオープンしました。お

もな対象は小学高学年～中学生。オープンにあわせて、

キッズロゴとキャラクターも制作し、イベントの募集

告知や開催報告で活躍させています。下記にURLを記

載しておりますので、ぜひご覧ください。

■ URL

■ キッズロゴ

■ キャラクター

FIFkidsのサイトはガク、ラク、ワクの仲良しトリオ

「みっけ隊！」がナビゲートします。3人がかけてい

るのは無限大（＝∞）めがね！　このめがねを通し

ていろいろな可能性を見つけていきます。

ガク＝学（まなぶ）

勉強もスポーツも得意だよ。腕につけて
いるマルチウォッチはメモを書いたり写真
をとったりインターネットの検索もできるん
だ！　左足にあるマナボールはスペシャ
ルアイテム。使い方は、まだヒミツ！

ラク＝楽（たのしむ）

楽しいこととおしゃれとお友だちが大スキ！
みんなで力を合わせてなにかにチャレン
ジするってステキじゃない♪　今日もお
気に入りのソラトブーツでがんばるみんな
を応援に行くの～！

ワク＝わくわくドキドキ！

新しいことや知らないこと、めずらしいこと
に興味しんしん。だってわくわくドキドキす
るでしょ？　頭のさきのワクドキアンテナ
が光りだしたらそれが合図。いっしょにア
ンテナが指すところに行ってみようよ！

グループ名について

公募で寄せられた中から厳正なる審査の結果、

この仲良しトリオを「みっけ隊！」と命名！

この名前には、

★キャラクターが3…だから「みっ（3）け隊」

★3人の名前から…

　　学びの場、機会をみっけたい！

　　楽しいことを、楽しめることをみっけたい！

　　わくわく、ドキドキをみっけたい！

と、たくさんの思いが込められています。

http://fif.jp/kids/
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プレス
クリッピング集

企業見学プログラム「『社会の最前線』見学」
 物流の最前線
  輸送経済新聞 ★

 カーデザインの最前線
  日刊自動車新聞 ★

  八王子テレメディア「Daily Newsデイリー八王子」

ITらぼ 
 パソコン組み立て教室
 　in 大分少年少女発明クラブ
  大分合同新聞 ★

  読売新聞 ★

  金融経済新聞 ★

  ニッキン ★

  大分放送 

  大分朝日放送

 〈七十七〉キッズサマースクール
 ものづくり教室
 　～パソコンを組み立ててみよう～
  朝日新聞 ★

  ニッキン ★

  河北新報社 ★

 パソコン組み立て教室
 　＋ロボットカーレース＠立会小学校
  少年写真新聞「学校コンピュータ」★

KIDS調査隊
 スーパーへGO！ in 新潟
  新潟日報 ★

 ★は次ページより掲載記事を紹介

メディア報道リスト

FIF2008_p26-32.qxd  09.3.23 16:05  ページ 26
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■プレスクリッピング集

企業見学プログラム「『社会の最前線』見学」
物流の最前線　

輸送経済新聞　2008年4月8日付7面

FIF2008_p26-32.qxd  09.3.23 16:05  ページ 27
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日刊自動車新聞　2008年8月13日付5面

企業見学プログラム「『社会の最前線』見学」
カーデザインの最前線　

FIF2008_p26-32.qxd  09.3.23 16:05  ページ 28
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■プレスクリッピング集

ITらぼ
パソコン組み立て教室 in 大分少年少女発明クラブ

大分合同新聞　2008年2月17日付朝刊25面 読売新聞　2008年2月21日付朝刊26面

金融経済新聞　2008年2月25日付4面 ニッキン　2008年2月29日付18面

FIF2008_p26-32.qxd  09.3.23 16:05  ページ 29
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ITらぼ
〈七十七〉キッズサマースクール
ものづくり教室～パソコンを組み立ててみよう～　

河北新報社　2008年8月7日付

朝日新聞　2008年7月28日付

ニッキン　2008年8月1日付1面

FIF2008_p26-32.qxd  09.3.23 16:06  ページ 30
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■プレスクリッピング集

ITらぼ
パソコン組み立て教室＋ロボットカーレース＠立会小学校

少年写真新聞「学校コンピュータ」　2008年8月28日発行、350号

FIF2008_p26-32.qxd  09.3.23 16:06  ページ 31
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KIDS調査隊
スーパーへGO！in 新潟

新潟日報　2008年8月5日付16面

FIF2008_p26-32.qxd  09.3.23 16:06  ページ 32
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イベント
ポスター集

企業見学プログラム「『社会の最前線』見学」
 物流の最前線

 エネルギーの最前線

 カーデザインの最前線

 空間デザインの最前線

ITらぼ 
 パソコン組み立て教室
 　 in大分少年少女発明クラブ

 〈七十七〉キッズサマースクール
 ものづくり教室
 　～パソコンを組み立ててみよう～

KIDS調査隊
  スーパーへGO！ in 新潟

FIF2008_p33-40.qxd  09.3.23 16:08  ページ 33
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■イベントポスター集

FIF2008_p33-40.qxd  09.3.23 16:08  ページ 35
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■イベントポスター集
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■イベントポスター集
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本活動報告の表紙について

フューチャー　イノベーション　フォーラムは
2008年度も様々なプログラムに取り組んでまいりました。
表紙を飾っているのは、この1年間の活動に
参加してくれた子どもたちの、たくさんの笑顔です。

お問い合わせ先

フューチャー　イノベーション　フォーラム事務局
〒141－0032　東京都品川区大崎 1－2－2
アートヴィレッジ大崎セントラルタワー15階
（フューチャーアーキテクト株式会社内）

　　　03－5740－5817

　　　forum@future.co.jp 

　　　http://fif.jp/（会員向け）

　　　http://fif.jp/kids/（キッズ＆ユース向け）
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